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令和３年度 静岡市自殺対策に関する市民意識調査 
調査結果報告書 概要版 

 

 

Ⅰ 調査の概要 
静岡市における自殺対策を効果的に実施するため、また「静岡市自殺対策行動計画」推進の基礎

資料として、調査を実施しました。 
 

調査 
対象 

静岡市在住の 20 歳以上の
5,000 人を無作為抽出 

性別・年齢 

 

調査 
期間 

令和３年９月 17 日から 
令和３年 10 月４日まで 

調査 
方法 

往復郵送調査法 
（ＷＥＢによる回答も併用） 

回収 
状況 

配 付 数：5,000 通 
有効回答数：1,927 通 
有効回答率： 38.5 ％ 

 

 

 

Ⅱ 調査結果 

１ 自殺の現状等について 

 静岡市の自殺対策啓発キャラクター「生きる！を支えるみんなの隊長 いきるん」の認知度 

「知らない」の割合が 94.8％、「知

っていた」の割合が 4.6％となって

います。 

 

 

 「ゲートキーパー」について聞いたことがあるか 

「はい」の割合が 10.6％、「いい

え」の割合が 88.7％となっています。 

 

 

 

  

回答者数 =

　 1,927 6.5 10.9 15.0 17.7 17.6 32.1 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 1,927 4.6 94.8 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 1,927 10.6 88.7 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳

６０～６９歳 ７０歳以上 無回答

「生きる！を支える」 

みんなの隊長 

いきるん 

「ゲートキーパー」：自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応（悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につな

げ、見守る）を図ることができる人のことで、言わば「命の門番」とも位置付けられる人のこと。 

知っていた 知らない 無回答

男 女 どちらとも言えない 回答を希望しない 無回答

はい いいえ 無回答

回答者数 =

　 1,927 42.6 56.1
0.2

0.5
0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２ 悩みやストレスに関することについて 

 この１か月間での日常生活における不満、悩み、苦労、ストレスなどの有無 

「大いにあった」と「多少あった」

をあわせた“あった”の割合が

66.8％と最も高く、「あまりない」と

「まったくない」をあわせた“ない”

の割合が 31.0％となっています。 

 

 

 不満、悩み、苦労、ストレスなどの原因 

「家庭問題（家族関係の不和、家

族の将来の不安、子育ての悩み 等）」

の割合が54.5％と最も高く、次いで

「勤務問題（職場の人間関係、仕事

の疲れ（長時間労働等）、仕事の失敗 

等）」の割合が42.9％、「健康問題（身

体の病気や障がいの悩み、心の病気

や障がいの悩み 等）」の割合が

39.7％となっています。 

 

 

 普段から何気ない日常会話や悩みを相談できる相手の有無 

「いる」の割合が 87.2％、「いな

い」の割合が 12.4％となっています。 

 

 

 

 

 相談相手はどのような人か（複数回答） 

「同居の親族（家族）」の割合が

74.7％と最も高く、次いで「友人」

の割合が 53.3％、「同居以外の親族」

の割合が 37.8％となっています。 

 

  

回答者数 =

　 1,927 17.6 49.2 26.2
4.8

1.5
0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 1,927 87.2 12.4 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大いにあった 多少あった あまりない まったくない

まったくない わからない 無回答

はい いいえ 無回答

％

54.5

39.7

26.6

42.9

7.8

2.9

7.8

3.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,288

家庭問題

健康問題

経済・生活問題

勤務問題

男女問題

学校問題

その他

無回答

回答者数 = 1,681 ％

同居の親族（家族）

同居以外の親族

友人

職場の上司・同僚

近所の知り合い

医師やカウンセラー等の専門家

民生委員・児童民生委員

デイサービス等施設の職員

その他

無回答

74.7

37.8

53.3

18.7

9.7

4.2

1.0

1.7

2.3

0.7

0 20 40 60 80 100
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 相談しやすい方法（複数回答） 

「電話」の割合が 55.8％と最も高

く、次いで「対面」の割合が 39.7％、

「ＬＩＮＥなどのチャット形式」の

割合が 24.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 精神的なストレスや不安について、行政または民間団体等のさまざまな機関で相談できる 

ことの認知度 

「知っている」の割合が 58.5％、

「知らない」の割合が 40.1％となっ

ています。 

 

 

 これまでの人生のなかで、本気で自殺したいと考えたことがあるか 

「自殺したいと考えたことはな

い」の割合が 58.8％と最も高く、次

いで「自殺とまではいかないが、消

えてしまいたいと考えたことがあ

る」の割合が 25.4％となっています。 

 
 

 

 自殺したいと考えたときの対処法（複数回答） 

「家族や友人、職場の同僚など身

近な人に悩みを聞いてもらった」の

割合が 36.7％と最も高く、次いで

「趣味や仕事など他のことで気を

紛らわせるように努めた」の割合が

33.7％、「知られたくないので隠し

た」の割合が 18.4％となっています。  

回答者数 = 728 ％

家族や友人、職場の同僚など身近な人に悩み
を聞いてもらった

医師やカウンセラーなど心の健康に関する
専門家に相談した

弁護士や司法書士、公的機関の相談員等、
悩みの元となる分野の専門家に相談した

できるだけ休養を取るようにした

趣味や仕事など他のことで気を紛らわせるよう
に努めた

知られたくないので隠した

特に何もしなかった

その他

無回答

36.7

13.6

5.2

17.6

33.7

18.4

17.6

7.7

2.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 =

　 1,927
3.4 8.9 25.4 58.8 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

具体的に自殺の方法を調べるなど積極的に自殺したいと考えたことがある

漠然と自殺を考えたことがある

自殺とまではいかないが、消えてしまいたいと考えたことがある

自殺したいと考えたことはない

無回答

回答者数 =

　 1,927 58.5 40.1 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 1,927 ％

対面

電話

電子メール

ＬＩＮＥなどのチャット形式

ズームなどオンライン形式

その他

無回答

39.7

55.8

17.9

24.6

3.6

1.9

6.9

0 20 40 60 80 100

知っている 知らない 無回答
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 静岡市の心の健康づくりや自殺防止のために必要だと思うこと（複数回答） 

「周りの人とのつながりや関係

を築くための居場所をつくること」

の割合が 55.7％と最も高く、次いで

「本人の気持ちを尊重した適切な

接し方を知ること」の割合が 49.4％、

「こころの病気に関する偏見をな

くし、休んだり・復帰したりしやす

くすること」の割合が 48.2％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 = 1,927 ％

周りの人とのつながりや関係を築くための居場所
をつくること

本人の気持ちを尊重した適切な接し方を知ること

こころの悩みや「うつ病のサイン」の
気づき方を知ること

自殺やうつ病に対する正しい知識・認識を持つこと

相談できる窓口や機関、病院などを
知ること

相談窓口や医療機関にかかったことで
改善した事例を紹介すること

こころの病気に関する偏見をなくし、
休んだり・復帰したりしやすくすること

社会保障などの福祉的支援を充実させること

その他

無回答

55.7

49.4

38.2

41.8

43.5

18.7

48.2

32.3

6.9

12.7

0 20 40 60 80 100
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令和４年３月発行 

静岡市保健福祉長寿局 保健衛生医療部 

保健所 精神保健福祉課 

静岡市葵区城東町 24 番１号 TEL 054-249-3179 

相談窓口や機関、 

病院などを知る 

本人の気持ちを 

尊重した 

適切な接し方 

心の健康づくりや 

自殺防止のために 
周囲とのつながりや 

関係を築く 

居場所づくり 


